
令和６年第７回津奈木町教育委員会定例会議事録 

 

日 時 令和６年７月２２日（月）１０時００分～１２時００分 

場 所 津奈木町教育委員会 つなぎ文化センター会議室  

出席者 委員）雜賀優美、林田雄二、渕上幸哉 

教育長）塩山一之 事務局）永松伸也、篠原智和 記録）田上清乃 

欠席者 福田征起委員 

 

開会宣言（教育長） 

 

【日程第１】議事録署名委員の指名 

事務局） ・雜賀委員 林田委員を指名。 

 

【日程第２】議事日程決定の件 

事務局） 会期を「令和６年７月２２日（月）１０時００分～１２時００分」とする。 

委 員） 委員承認。 

 

【日程第３】諸般の報告 

事務局） 日程及び行事の説明。 

教育長） ・熊本県中学校総合体育大会結果について 

   

【日程第４】議案第２０号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ

いて 

事務局） 本議案は、津奈木町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の実施に関する規則第３条第３項の規定により、教育委員会の二次評価を行

うものです。６月に教育委員会事務局で１次評価を行い、重要な課題に係るもの

や点検及び評価が必要と認める事業を２０事業に絞りまして、７月５日に有識

者からの聴取を行っています。各事業につきまして、教育委員会の評価をお願い

します。それでは、先に生涯学習班長から事業の説明いたします。 

生涯学習班長）事業説明。 

事務局） 生涯学習班所管の事業につきまして、説明が終わりました。質疑等はありませ

んか。 

委 員） 自治公民館の支援事業について、公民館活動奨励補助金の申請が１地区なか

ったのはどこの地区か。 

生涯学習班長）辻地区です。世帯が少なく、毎年申請があっていない状況です。 

委 員） 文化センター事業について、大きな工事をする時に工期が複数年にまたがった



時は予算と決算はどのように計上するのか。 

生涯学習班長）年度内に終わらない工事は予算の繰り越しをします。文化センターの工事

の場合は、継続費といって、２カ年に渡って工事をしますので、全体額を示して

おいて、２カ年それぞれ予算を計上します。 

委 員） 読書活動等推進事業について、本の購入数は小学校と中学校の図書も含まれて

いるのか。 

生涯学習班長）町図書館のみで、学校分は含まれていません。学校は学校予算で購入しま

す。 

委 員） スポーツ活動の推進・施設運営事業について、町民大運動会の選手決めで、世

帯で一人は出ないと罰金を払わないといけない地区がある。出られない人が増

えている中で、やり方を考えるべきでは。 

生涯学習班長） 罰金は地区での取り決めとなっています。競技のやり方はスポーツ協会

の会議の中で検討をしておりますが、令和２年度から町民大運動会は開催出来

ておりません。昨年は久しぶりに開催することになりましたが、雨で開催出来ま

せんでした。昨年種目をだいぶ減らし、競うような種目を少しでも減らし、楽し

めるような種目に改善はしております。種目を減らした中で開催に至ってない

ので、今年度は昨年度の内容でやってみようかと考えています。町民大運動会に

ついては、まだ地区合同とはなっていないので、単独地区での出場となります。 

事務局） ほかに質疑が無いようでしたら、次に学校教育班所管の事業につきまして、担

当より説明します。 

学校教育班）事業説明。 

事務局） 学校教育班所管の事業につきまして、説明が終わりました。質疑等はありませ

んか。 

委 員） 学力充実事業について、令和６年度は各学校に５０万円ずつ予算を上乗せし

ているが、使途は何か。 

事務局） 使途は主にドリル等で、保護者負担分の購入もありますが、町費から負担して

購入しています。また、夏休み等の宿題などにも活用できるように拡充しており

ます。 

学校教育班） 保護者の負担もそこで軽減をしております。 

委 員） 義務教育教材備品購入事業について、小学校で購入している防炎・抗菌エバー

マットと気体採取器はどのようなものか。 

学校教育班） 気体採取器は理科の実験で使う器具になります。 

事務局） エバーマットは体育の授業で使う運動用のマットになります。 

委 員） 英語教育推進事業について、小学校は何年生から英語の授業をしているのか。 

教育長） 小学校１年生から行います。１年生は年間１０時間、５・６年生になると週２

時間で年間７０時間、３・４年生が３５時間です。 

委 員） 英検を受けるのは、小学校は６年生だけなのか。 



学校教育班） 令和５年度から小学校６年生からに補助を拡充しました。 

委 員） ６年生全員受けさせることよりも、希望者という形にしてあれば、５年生でも

受けたい子は受けられるというふうにした方がいいのでは。 

教育長） ６年生の人数で予算を計上しているので、希望者とすると予算が限られます。 

委 員） 中学受験を考えているところは積極的に受けられると思うので、少しでも早く

受けられるようにした方がいいのでは。 

教育長） 子供たちにあまりにテストを受けさせるようにすると、楽しく学ぶことができ

なくなり、意欲がなくなる子供たちも出てくると思うので、いまのところは中学

校に向けて６年生からとしております。 

委 員） 特別支援教育就学奨励事業について、特別支援学級に在籍する児童生徒は、小

学校から中学校に上がる時に増えているのか。 

教育長） 進学時に限らず、進級時に通常クラスから特別支援学級に転級する児童生徒も

います。 

委 員） 特別支援学級の児童生徒は、高校は特別支援学校に行くと決まっているのか。 

学校教育班） 特別支援学級に在籍していても、通常の高等学校を目指される生徒もいま

す。生徒自身と保護者の希望により、担任の先生と話し合って進路を決めていく

ので、一概に特別支援学級だから特別支援学校に行くということではありませ

ん。 

委 員） 保護者からの希望で特別支援学級に入れるのか。 

教育長） 町教育支援委員会にかけて、委員の方から意見をもらい、特別支援学級が相応

しいという結果になってから、入れます。 

委 員） 特別支援学級の児童生徒が増加傾向にある要因は何か。 

学校教育班） 以前に比べて、発達障がいなどが広く認知されるようになり、特別支援教

育に関心を持つ保護者が増えたということも、国全体で特別支援学級の児童生

徒が増えているという要因になっていると思います。 

委 員） 学級支援員事業について、支援員と看護師では学校でやっていることは違うの

か。 

教育長） 実質的には同じことをやっています。ただし、病弱学級に１名医療的ケアが必

要な児童がいるため、医療行為ができる看護師を配置する必要があり、看護師２

名のうち１名は必ず病弱学級で支援を行っています。 

委 員） 不登校・いじめ等の指導支援について、不登校の児童生徒は小中学校でどのく

らいいるのか。 

教育長） 不登校というのは、３０日以上休んだ場合をいいますが、現在、小学校で１名

で中学校はおりません。 

委 員） いじめの認知件数はいずれも解消済みだが、不登校で来られていない児童はい

じめが原因なのか。 

教育長） いじめとは違います。いろいろな要因で不登校となっています。 



委 員） 不登校児童生徒に対する家庭訪問は、先生や友達が行っているのか。 

学校教育班） 担任の先生や養護教諭が家庭訪問しています。 

事務局） ほかに質疑はありませんか。無いようですので、事業ごとに評価をお願いしま

す。 

【二次評価結果】 

評価 

番号 

二次

評価 
事  業  名 担 当 班

１ Ｂ 学力充実事業 学校教育班

２ Ｂ 義務教育教材備品購入事業 学校教育班

３ Ａ 英語教育推進事業 学校教育班

４ Ｂ 特別支援教育就学奨励事業 学校教育班

５ Ａ 学級支援員事業 学校教育班

６ Ｂ 学校図書購入事業 学校教育班

７ Ｂ 道徳推進事業 学校教育班

８ Ｂ 不登校・いじめ等の指導支援 学校教育班

９ Ａ 学校施設整備事業 学校教育班

１０ Ａ 英語検定補助事業 学校教育班

１１ Ｂ 生涯学習推進事業 生涯学習班

１２ Ｂ 自治公民館の支援 生涯学習班

１３ Ａ 文化センター事業 生涯学習班

１４ Ｂ 人権教育推進事業 生涯学習班

１５ Ｂ 読書活動等推進事業 生涯学習班

１６ Ｂ 家庭教育推進事業 生涯学習班

１７ Ｂ 各種団体の育成・支援 生涯学習班

１８ Ｂ 文化財の保存・活用 生涯教育班

１９ Ｂ 青少年の健全育成事業 生涯教育班

２０ Ｂ スポーツ活動の推進・施設運営事業 生涯学習班

 

 

【日程第５】報告第１０号 津奈木町教育委員会後援名義の使用承認について 

事務局） 令和６年度津奈木町教育委員会名義の使用に係る共催又は後援承認申請一覧

表４ページのとおり、７月に後援申請がありました「つなぎ舞鶴太鼓主催のつな

ぎ舞鶴太鼓３５周年記念公演、及び熊本県数学教育会中学校部会芦北水俣中学

校数学教育研究会主催の第７７回熊本県中学校数学教育研究（芦北・水俣）大会」

の２件を承認基準より承認し、「熊本母親大会実行委員会主催の第６９回熊本母

親大会」の１件を承認基準３(１)の水俣芦北管内での事業に該当しないため、不

承認としましたので報告します。 

委 員） 質疑なし 

 



【日程第６】その他１ ８月の主な日程について 

事務局） ・8/2 13：30～ 地区コーディネーター会議 

  ・8/6 10：00～ 学級支援員研修会 

  ・8/13 8：00～ 町民体育祭 第７８回野球大会 

  ・8/15 9：30～ 町民体育祭 第５９回競舟大会 

  ・8/23 13：30～ 第２２回水俣・芦北地区人権教育研究大会 

  ・8/21～27 津奈木中学校後期地域未来塾（５日間） 

  ・8/29  小中学校２学期始業式 

委 員） 自由討論 

 

 

【日程第７】その他２ 教育上の諸問題について 

 ・８月開催の町民体育祭について（別紙のとおり） 

 ・中学校教科用図書改訂について 

委 員） 自由討論 

 

 

【日程第８】その他３ ８月の教育委員会定例会の会議期日決定の件 

日 時） 令和６年８月２８日（水）午前１０時００分開会（予定） 

場 所） つなぎ文化センター相談室（予定） 

 

閉会宣言（教育長） 


